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　現在お持ちの国民健康保険被保険者証は、11月30日で有効期限が切
れます。新しい被保険者証は、11月15日から順次配達記録により郵送
します。旧被保険者証は、11月30日まで使用し、期限後は裁断、破棄

してください。新しい被保険者証は、12月１日からご使用ください。
■更新通知を受けたかたは…
　遠隔地用の被保険者証(遠証）、あるいは就学のため芦屋市を離れる

場合の被保険者証(学証)を発行していた世帯のかたには、被保険者証
と別に11月上旬に更新確認のため通知はがきをお送りします。
　通知を受けたかたで、遠証あるいは学証を引き続き希望される場合

は、保険担当窓口で更新手続きをしてください。
　●必要なもの
　更新通知はがき、印鑑、被保険者証(今回送付の新しい被保険者証)

　および学証の場合は学生証(写し)または在学証明書
　●更新期間および受付時間
　11月15日～11月30日(土・日・国民の祝日を除く)　午前９時～正午、

　午後０時45分～午後５時15分＊11月19日(土)、11月27日(日)の午前
　10時から午後４時まで窓口で申請を受け付けます。
■重複加入や加入もれはありませんか

　国民健康保険に加入しているかたが他の健康保険に加入されたとき
は、国民健康保険の脱退の届け出が必要です。届け出がないと、保険
料が重複したり、医療費の返還を求めることがありますのでご注意く

ださい。また、現在どの健康保険にも加入されていないかたは、国民
健康保険に加入することが義務づけられていますので、速やかに届け
出てください。

■国民健康保険被保険者証に代えて短期被保険者証等を交付します
　国民健康保険制度の公平性を期するため、納期限後１年を経過して
もなお保険料に未納のあるかたには、被保険者証に代えて、短期被保

険者証や被保険者資格証明書を交付することになります。未納の保険
料のある方については，そのまま放置せずに必ず窓口でご相談くださ
い(印鑑持参)。

　なお、この12月から新たに短期被保険者証を交付予定のかたおよび
一定以上の保険料の未納があるかたには、別途はがきでご連絡します。

有料広告を募集します

　水道施設等事業内容の紹介パンフレットへ

の有料広告を募集します。

■掲載ページ　パンフレット裏表紙　■広告

料　１区画(縦５cm×横７cm)発行部数5,000

部：50,000円　■応募数　２区画以内　■申

し込み　広告案(完全版下データ)を添え、水

道部総務課へ。11月15日(月)締め切り＜消印

有効＞　■広告の内容　水道部の広告媒体と

しての品位、公共性および公益性を妨げない

ものであって、市民に不利益を与えないもの。

※選考委員会を開催し決定します。

問い合わせ　水道部総務課　 38-2080

赤ちゃんと語ろう
～笑わない天使たちのＳＯＳ～

＜児童虐待防止推進月間記念講演＞

子どもを虐待から守るには早期発見が必要

です。虐待を受けたと思われる子どもを見

かけたときは、迷わず通告してください。

■日時　11月30日(水)午後２時～４時　■会

場　市民センター 301室　■講師　助産師・

敦賀陽子氏(「母と子のサロン」主宰）　■申

し込み　当日直接会場へ。赤ちゃん連れ可。

※一時保育希望者は前日までに要予約。

問い合わせ　こども課　 38-2045
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水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【1 1月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ

お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日

は市役所(緯31-2121)へ

お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者

が待機しています。

　　店　名 TEL 当番日
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撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

問い合わせ　経済課　緯38-2033

技能功労者を表彰します

　

三
十
年
以
上
に
わ
た
り
同

一
の
職
種
に
従
事
し
、
優
れ
た

技
能
で
社
会
に
貢
献
さ
れ
た

市
内
在
住
の
か
た
を
、
技
能
功

労
者
と
し
て
称
賛
し
、
六
職
種

六
人
の
か
た
を
表
彰
し
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、
十
一
月
十
七
日

(

木)

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

市
民
セ
ン
タ
ー
二
〇
三
室
で

行
い
ま
す
。

平成17年度 表彰者

問い合わせ　教育委員会管理部総務課　緯38-2085

　学校法人甲南学園

常任顧問。財団法人

こども教育支援財団

教育顧問。平成15年

12月３日から本市教

育委員。教育委員長

は今回１期目。68歳。

東芦屋町在住。
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◇ 近藤靖宏(こんどう やすひろ)氏

    　  

■日時・内容　①11月25日(金)「どうなる？妻の定年」宮本由起代
氏(大阪心のサポートセンター代表)②12月２日(金)「変れるの？

仕事人間の夫」宮本博文氏(心のサポート・ステーション副代表
理事）③12月９日(金)「男女の思いこみを科学する」森永康子氏
(神戸女学院大学教授)／時間：午前10時～正午　■受講料　900円

■日時　11月26日(土)午前10時～

11時30分　■講師　丸山なぎさ氏
(２級ファイナンシャルプランニ
ング技能士)、小川桂子氏(消費生

活アドバイザー）　■定員　２４人

１１月１２日～２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」強化期間

＜街頭啓発＞　■日時　11月14日(月)午後２時～３時　■会場　ＪＲ芦屋駅周辺

■一時保育　２歳以上就学前。１回につき１人300円。11月18日(金)までに要予約。定員あ
り。　■申し込み　はがき、電話、ファクス、Ｅメールで講座名・住所・氏名・電話(ファク
ス)番号、一時保育希望者は子どもの名前・生年月日を記入し、下記へ。

女性センター　 38-2023/FAX38-2175(〒659-0092　大原町2-6 ラ・モール芦屋２階
Ｅメール：josei-ce@city.ashiya.hyogo.jp

遙
か
な
り 
県
立
芦
屋
中
学
（
旧
制
）

和　菓　子　内藤　良彦氏(西山町)

塗　　　装　山田　静雄氏(緑町)

造　　　園　中井　芳弘氏(精道町)

洋服仕立て　永田　眞知子氏(浜町)

手　　　芸　犬塚　暢子氏(打出町)

畳　　　工　田代　秀丸氏(大東町)


